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さけの森林づくり推進協議会

http：／／www．van－rai．net／nigyoren

　　　（新潟県漁業協同組合連合会）
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鮭の町村上の鮭料理
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大切な川の恵み、鮭一匹を頭から尾、

内臓まで、何一つすてることなく使い

切るその料理には、鮭を愛する人々

の知恵と工夫、真心がいきています。

綴己幽9w”

轡蹴引ぎ鮭

食べ頃。焼きたてに

大根おろしを添えて。

砦氷頭蹴ぽ嘗
ik頭とは、鮭の頭にあ

1る軟骨のこと。コリ

リとした歯ごたえと

穴根おろし、はらこの

りを楽しんでくたさい。
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鋤卵皮鷺伽砲こ）

鮭の身と皮をすり身

し、はらこを加え、

し汁に落としたも

。鮭の旨味かいき

上品な昧わいは格

です。

とれたはかりの鮭から取り出したはらこを酒、

しょうゆに漬け込んたもの。炊きたてのこ

飯にたっぷりのせて。

　　　　　　　　　轡酒び靴し
　　　　　　　　糟籔面の鮭の塩引きを

　　　　　　　　　夏まで陰干ししたも

　　　　　　　　　驚きii
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煮

鮭を内臓もその

∂ツ切りにし、味

匠煮、さまして身

ま已克ところを

豪快な料理です。

鮭が帰ってくる三面川のほとり

にある鮭公園の中心施設。

人工河川を真横から眺められ

生態観察室をはじめ、鮭の漁

法や漁具、鮭の天然ふ化をす

すめた「種川の制」の歴史を

紹介するパネルなどが展示さ

れています。
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さけの森林づくり推進協議会事務局

■村上市役所農林水産課村上市三之町1－1　　　　TEL　O254－53－2111

■新潟県漁業協同組合連合会新潟市中央区万代島4－1　TEL　O25－243－3681
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さけの森林づくり
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ブナの森林
村上市奥三面の猿田川上流にブナの原生林はあり、豊かな水、

清涼な空気の源としてだけでなく優れた景観を人々に与え

てくれます。そして、森林は川を通じて栄養素を海に供給す

るため、河口には魚が豊富に根付くのです。

森林の所在地／新潟県村上市三面字三面山国有林内

面積　28424ha

，，哨織麟‖→至奥三面ダム

河川の増水をふせぎ、川を穏やかにし
ます。また、土中に蓄えられた地下水
は湧水となり、さけの産卵場になります。
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川面に張り出す河畔林からの落下昆
虫は直接魚類の餌になるばかりか、サ

ケマス類稚魚の主餌となる水生昆虫
の成虫の生息の場になります。

嚇轍

剛自・
森林の腐植土層を通過した水には、海
の海藻や植物プランクトンが増殖する
ために必要な養分が豊富に含まれ、「豊

かな海」の源になります。
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腐植土などによるろ過効果で濁りの
流出を防ぎます。また各種イオンや塩
類の量を調節し、魚類などへの影響を
緩和します。

　　　　村上市

村上駅　　JR羽越本線
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三面川とさけ

　越後の「さけ」が史上に始めてでてくるのは927年、国に納
　　　　　　　えん　ぎ　しき
めた税を記した「延喜式」のなかです。当時から三面川の「さけ」

は珍重されていたと考えられ、特に藩政時代においては村上

藩の財政を支える重要な資源として重宝されました。一時は

乱獲がたたり、枯渇寸前までいったのですが、それを救ったの
　　　　　　　　　あおと　ぶへいじつなよし　　　　　　　　　　たねかわ　　せい
が村上藩の下級武士青砥武平治綱義の考案した「種川の制」

という天然ふ化増殖システムでした。これは世界に先駆けたシ

ステムで、この成功により村上藩の財政は持ち直し、またこの

制にならって山形県・月光川、北海道・石狩川でも大きな成果

を上げました。

　現代においては、戦後三面川の「さけ」は全滅か、の声がで

るほどの危機に瀕したときもありましたが、昭和38年、当時3つ

の漁業協同組合が団結し三面川鮭産漁業協同組合を結成、

ふ化事業の合理化を進め、さらに昭和52年には村上方式とい

われる海と川の漁協が協同でさけ資源を守り増やす施策を導

入し、捕獲高も順調に推移するようになりました。
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10月から4月にかけて、さけの卵をふ

化し飼育します。発眼卵から新しい生

命の誕生、そして懸命に生き抜こうと

する稚魚の姿は見る人に勇気と感動1

を与えてくれZlte・　　1


